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タ
ー
未
加
入
の
高
齢
者
で
し

た
。西

島
連
合
会
会
長
の
健
康

と
仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
の

挨
拶
の
あ
と
、
中
村
事
務
局

長
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
引
き
続
き
昨
年

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
応

援
大
使
と
な
り
、
人
材
セ
ン

タ
ー
Ｐ
Ｒ
等
で
大
活
躍
中
の

太
田
黒
大
使
の
「
シ
ル
バ
ー

ラ
イ
フ
を
楽
し
む
ば
い
」
と

題
し
て
講
演
が
始
ま
り
ま
し

た
。講

演
は

・ 

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
く

過
ご
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

・ 

頭
を
つ
か
っ
て
脳
の
活
性
化

を
図
る

・ 

思
い
出
せ
な
い
こ
と
は
思
い

出
す
訓
練
を
す
る

・ 

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
力
を
養
う

・ 

仲
間
づ
く
り
を
大
切
に

等
々
、
約
一
時
間
に
わ
た

り
身
振
り
手
振
り
で
流
暢
な

熊
本
弁
で
講
演
が
す
す
み
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
末
永
く
健
康
を
維

持
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

結
ば
れ
ま
し
た
。
講
演
の
あ

と
熊
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
塩
津
シ
ニ
ア

専
門
員
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
入
会
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
会
場
後

方
の
一
角
二
か
所
に
相
談
所

を
設
け
、
相
談
員
が
広
報
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
入
会
相
談

に
対
応
し
ま
し
た
。

広
報
委
員　

田
上　

吉
昭

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
主
催
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
が
昨
年
夏
に
続
き

八
月
二
十
六
日（
水
）
午
後
一

時
半
か
ら
、
熊
本
市
民
会
館

シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
事
前
受
講
申

し
込
み
百
名
を
対
象
に
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
受

講
参
加
者
六
十
余
名
で
ほ
と

ん
ど
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

八
月
の
暑
い
午
後
だ
っ
た
。近

況
報
告
を
し
て
き
た
友
人
が

「
あ
あ
昨
日
ね
、
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴

い
て
い
る
の
を
聞
い
た
よ
」
と

言
っ
て
か
ら
電
話
を
切
っ
た
。

　

わ
ざ
わ
ざ
ヒ
グ
ラ
シ
の
こ
と
を

告
げ
た
の
は
、
私
に
は
そ
れ
な
り

の
思
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

こ
の
友
人
が
知
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。「
カ
ナ
カ
ナ
カ
ナ
」
と
哀

調
を
帯
び
た
鳴
き
声
に
ひ
か
れ

て
山
道
を
歩
く
の
が
大
好
き

だ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
ま

だ
テ
レ
ビ
が
な
く
て
ラ
ジ
オ
を
楽

し
ん
で
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。

　

高
校
生
の
頃
、「
カ
ナ
カ
ナ
カ

ナ
」と
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
が
流
れ
て

終
わ
る
放
送
劇
を
聴
い
た
時
、題

名
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
、そ

の
青
年
が
恋
人
の
死
を
悲
し
む

話
が
印
象
に
残
っ
た
の
だ
っ
た
。

シ
ル
バ
ー
応
援
大
使

　
　
　
大
田
黒
浩
一
氏
講
演
会

随
想ヒ

グ
ラ
シ
の
こ
と
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生
活
援
助
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
開
設
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
介
護
保
険
訪
問
サ
ー
ビ
ス

の
一
つ
で
あ
る
要
支
援
者
の

方
を
対
象
と
し
た
、
清
掃
・

洗
濯
・
調
理
・
買
物
等
の
家

事
援
助
の
「
生
活
援
助
型
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」
を
令
和
二
年

十
月
十
五
日
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

対
象
者
は

（
一
）食
事
や
排
泄
な
ど
は
自

分
で
で
き
る
が
日
常
生
活
の

一
部
に
介
助
が
必
要
の
『
要

支
援
１
』
ま
た
は
『
要
支
援

２
』
の
認
定
を
受
け
た
方

（
二
）
基
本
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
判
定
に
該
当
し
た
方

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴

（
一
）利
用
者
と
比
較
的
年
齢

の
近
い
シ
ル
バ
ー
会
員
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト

（
二
）家
事
経
験
の
豊
か
な
シ

ル
バ
ー
会
員
が
親
身
に
な
っ

て
サ
ー
ビ
ス
を
懇
切
丁
寧
に

行
う
。

二
、
事
業
所

〒
八
六
〇
―

〇
〇
七
三

熊
本
市
西
区
島
崎
四
丁
目
二

―

九
十
五

島
崎
習
得
セ
ン
タ
ー
隣

電
話
番
号　

〇
九
六
―

二
八

八
―

〇
六
二
一

※
事
業
所
に
三
人
の
女
性
会

員
が
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。広

報
委
員　

田
上　

吉
昭

そ
れ
以
来
、ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴
き
声

は
哀
し
く
、ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
夏
が

終
わ
り
に
近
づ
い
た
季
節
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
つ
も
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

毎
年
、夫
と
山
道
に
ヒ
グ
ラ
シ

の
声
を
聞
き
に
行
く
の
が
楽
し

み
だ
っ
た
が
、夫
が
逝
っ
て
か
ら

は
親
し
い
友
人
た
ち
が
山
道
へ

同
行
し
て
く
れ
た
。
最
近
は
、
私

も
友
人
も
す
っ
か
り
高
齢
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
温
泉
宿
で
聞

い
た
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
、暮
れ
か
け

た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
の
こ

と
、
帰
り
の
山
道
で
夕
立
な
ど

が
、し
き
り
と
思
い
出
さ
れ
て
な

ら
な
い
。

　

今
夏
の
異
常
な
暑
さ
と
コ
ロ

ナ
禍
を
避
け
て
の
ひ
っ
そ
り
と
し

た
生
活
で
、ヒ
グ
ラ
シ
の
声
に
も

季
節
の
小
さ
な
移
ろ
い
に
も
気

付
か
な
い
で
い
た
の
か
と
反
省
す

る
う
ち
に
、秋
を
迎
え
つ
つ
あ
る

よ
う
だ
。

 

会
員　

片
田
成
子
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タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

競
技
は
和
気
あ
い
あ
い
の

中
に
進
め
ら
れ
、
驚
く
こ
と

に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
者

が
十
名
に
及
び
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
か
ら
二
時
間
余
り
で

競
技
は
終
了
、
表
彰
式
に
移

り
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お

県
下
数
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
中
で
も
指
折
り

の
空
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
で
、
十
月
二
十
六
日
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ご

み
会
主
催
の
第
一
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
好
天
に

恵
ま
れ
、
広
大
な
大
地
に
手

入
れ
の
届
い
た
名
門
ゴ
ル
フ

場
で
、
南
阿
蘇
外
輪
山
や
白

煙
を
上
げ
る
雄
大
な
阿
蘇
の

山
々
を
一
望
し
な
が
ら
競
技

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
初
心
者
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
高
齢
者
ま
で
三
十
七

名
が
参
加
、な
ご
み
会
会
長
、

理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
午
前

九
時
、
赤
コ
ー
ト
・
青
コ
ー

ト
二
面
に
分
か
れ
一
斉
に
ス

り
で
し
た
。

優　

勝　

柳
田　
　

孝

準
優
勝　

上
田　

武
寿

三　

位　

田
中　

順
一

四　

位　

渡
邊　

義
勝

五　

位　

井　
　

康
二

Ｂ
Ｂ
賞　

清
水
ま
ち
子

他
に
当
日
賞
、
飛
び
賞
等

多
く
の
賞
が
設
け
ら
れ
、
参

加
者
全
員
に
賞
品
が
授
与
さ

第
一
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

れ
、
次
回
コ
ン
ペ
の
参
加
を

約
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ン
ペ
開
催
に

つ
い
て
は
初
開
催
で
、
事
前

の
諸
準
備
、
当
日
の
運
営
に

携
わ
れ
た
な
ご
み
会
役
員
の

皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

な
ご
み
会
会
長　

広
報
委
員　

田
上　

吉
昭

今
季
最
低
の
冷
え
込
み
と

な
っ
た
十
一
月
十
日（
火
）蒸

気
霧
が
発
生
、
幻
想
的
な
光

景
が
広
が
っ
た
谷
間
を
眼
下

に
見
て
、
阿
蘇
東
急
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
会
主
催
の

「
第
二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

が
開
か
れ
、
愛
好
者
二
十
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
先
の
熊

本
大
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
昨
年
、
三
年
ぶ
り
に

営
業
を
再
開
さ
れ
た
ク
ラ
ブ

で
す
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
青

天
で
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
前
広
場
で
な
ご
み

会
会
長
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と

午
前
九
時
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

な
ご
み
会

第
二
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

な
ご
み
会
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和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
プ

レ
ー
が
進
め
ら
れ
、
参
加
者

は
高
齢
者
と
は
思
え
な
い
技

術
の
高
さ
を
示
し
、
戦
略
に

富
ん
だ
十
八
ホ
ー
ル
を
半
数

以
上
の
参
加
者
が
グ
ロ
ス
一

〇
〇
を
切
り
、
な
か
に
は
、

エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
（
年
齢
よ

り
少
な
い
打
数
）
を
達
成
さ

れ
た
会
員
も
あ
り
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
レ
ス
ト
ラ
ン

で
表
彰
式
に
移
り
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
会
員

で
し
た
。

優
勝（
七
十
二
・
八
）

　

井　

康
二

準
優
勝（
七
十
二
・
八
）

　

中
村　

昭
範

三
位（
七
十
四
・
四
）

　

池
田　

洋

四
位（
七
十
四
・
四
）

　

森　

昭
輔　

五
位（
七
十
四
・
六
）

　

倉
岡　

映　

Ｂ
Ｂ
賞

　

緒
方　

司
郎

他
に
当
日
賞
・
ラ
ッ
キ
ー

賞
・
ゾ
ロ
目
賞
等
多
く
の
賞

が
設
け
ら
れ
全
員
が
参
加
賞

を
受
賞
、
最
後
に
互
い
の
健

闘
を
称
え
あ
い
盛
会
に
終
わ

り
ま
し
た
。

次
回
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
多
数
の

参
加
者
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。広

報
委
員　

田
上　

吉
昭

接
遇
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

令
和
二
年
九
月
八
日
・
十

六
日
・
十
八
日
の
三
回
、
熊

本
市
国
際
交
流
会
館
会
議
室

に
て
、
管
理
部
会
・
剪
定
部

会
・
一
般
作
業
部
会
の
合
計

約
八
十
名
が
研
修
会
に
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
熊

本
学
園
大
学　

社
会
福
祉
部　

教
授　

山
崎
史
郎
氏
で
、「
パ

ワ
ハ
ラ
の
な
い
、
働
き
や
す

い
環
境
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
、
講
演
が
始
ま
り
ま
し

た
。
事
前
に
作
成
さ
れ
た
資

料
の
要
点
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
が
あ
り
、
今
ま
で

生
活
し
て
こ
ら
れ
た
長
い
時

間
で
の
常
識
な
ど
経
験
が
多

い
ほ
ど
、
気
付
か
な
い
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
あ
る
な
ど
、
興

味
深
い
内
容
で
し
た
。途
中
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の
動
画

を
視
聴
し
、
注
意
点
な
ど
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

h
ttp

s://w
w

w
.n

o-
harassm

ent.m
hlw

.go.jp/

（
参
考
動
画
）

最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
場
合
は
、
会
員

自
身
の
自
覚
、
良
い
職
場
の

精
神
風
土
を
つ
く
る
と
い
う

気
持
ち
、
会
員
同
士
の
良
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
他

の
会
員
へ
の
配
慮
や
相
談
な

ど
に
気
を
付
け
て
就
業
に
励

ん
で
も
ら
い
た
い
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。
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令
和
二
年
十
一
月
四
日

（
水
）、
熊
本
国
際
交
流
会
館
に

お
い
て
部
外
講
師
を
招
い
て

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
問
題
に
関
す

る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
役
職

員
約
二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。講

師
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
株
）
代
表

取
締
役
「
髙
木　

奈
穂
」
氏
で
、

「
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
人
材
育

成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
し
て

全
国
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方

で
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
社
会
的

に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
対
す

る
問
題
点
、
対
策
、
心
構
え
等

に
つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。

① 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
際

③ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
お
こ
さ
な

い
た
め
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
広
義
に

は
「
人
権
侵
害
」を
意
味
し
、人

格
に
関
す
る
言
動
な
ど
に
よ
っ

て
相
手
に
不
快
感
や
不
利
益
を

与
え
、
そ
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る

こ
と
で
、
近
年
職
場
に
お
け
る

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
増
加
し
、

人
事
管
理
上
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
種
類

○ 
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
セ
ク
ハ
ラ
）

職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
労

働
者
の
「
意
に
反
す
る
」
性
的

言
動
に
よ
り
、
労
働
者
が
そ
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
不
利
益
を

受
け
た
り
、
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
こ
と
。

○ 

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
（
パ
ワ
ハ
ラ
）

職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係

な
ど
の
職
場
内
で
の
「
優
位

性
」
を
背
景
に
、
業
務
の
適
正

な
範
囲
を
超
え
て
、精
神
的
、身

体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
。

こ
れ
ら
は
、
立
場
か
ら
考
え

る
と
、「
被
害
者
」
又
は
「
加
害

者
」
に
な
っ
て
も
精
神
的
苦
痛

を
伴
い
大
き
な
問
題
を
抱
え
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
事
務
所

や
そ
こ
に
働
く
職
員
に
与
え
る

影
響
も
大
き
く
「
法
的
責
任
」

を
負
い
、
職
場
の
士
気
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
言
動

を
発
す
る
側
に
何
ら
意
識
は
な

く
普
通
の
こ
と
と
し
て
発
し
て

い
て
も
、
受
け
る
側
が
ど
う
受

取
っ
た
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

我
々
、
昭
和
生
ま
れ
は
、
小

中
高
生
時
代
の
部
活
動
は
も
と

よ
り
、
仕
事
場
に
お
い
て
も
先

輩
、
後
輩
、
先
任
者
と
の
関
係

が
と
て
も
厳
し
く
、
強
い
言
動

に
よ
っ
て
注
意
、
指
導
を
受
け

て
い
た
。
特
に
危
険
を
伴
う
作

業
に
は
厳
し
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
指
導
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
て
、

自
分
が
指
導
者
的
立
場
に
な
っ

て
も
全
く
同
じ
よ
う
に
、
危
険

を
伴
う
作
業
に
は
厳
し
く
注
意
、

指
導
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

厳
し
い
指
導
に
も
、
相
手
に

対
し
「
愛
情
」
か
ら
と
思
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
は
、
真
に
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
行
為
で
あ
る
。

最
近
、
小
中
高
生
の
部
活
動

に
お
い
て
も
暴
言
、
暴
力
に
よ

る
指
導
は
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
。日

常
の
会
話
、
業
務
上
の
指

示
、
指
導
等
に
お
い
て
も
相
手

の
立
場
を
充
分
に
理
解
し
思
い

や
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
事
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

※
あ
な
た
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
次
の
表
で
「
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

○
チ
ェ
ッ
ク
が
多
く
入
っ
た

人
は
「
加
害
者
」
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

広
報
委
員　

坂
口　

毅

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
」
に
参
加
し
て
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チェック項目

１ 女性を「○○ちゃん」と呼ぶのは親しみの表れであり、他意はないと
思う。

２ 「男のくせに根性がない」「女には仕事を任せられない」などと、つい
言ってしまったことがある。

３ 女性であるだけで、掃除や私用を依頼することがある。

４ 職場の懇親会等の席で、お酒の酌や隣に座ることを無理やりさせたこ
とがある。

５ 人の性的な事柄について、職場で話題にしてからかったりしたことが
ある。

６ 子どもが小さいうちは母親は家庭で育児に専念すべきだと、職場で発
言したことがある。

７ 容姿やプロポーションについて、あれこれ言ったことがある。

８ 女性は職場の花であると思う。

９ 『女性はこうあるべき』とか『男性はこうあるべき』という理想論があ
る。

10 よろしく！と相手の肩をポンとたたいたりする。

チェック項目

１ 部下や年下の人から意見を言われたり、口答えされたりするとイラッ
とする。

２ 自分が間違っていたとしても、年下に対して謝ることはない。

３ 自分は短気で怒りっぽいとおもう。

４ 感情的になって、すぐその場で怒ることがある。

５ 厳しく指導をしないと、人は育たないと思っている。

６ なんとなく気にいらない人や目障りと感じる人がいる。

７ 仕事のできない人には、仕事を与えないほうが良いと思う。

８ 規則やルールを守らない人には、仕事をさせない方が良いと思う。

９ 周りの人が自分の顔色をうかがっているような雰囲気がある。

１０ できるリーダーは、一緒に働く人の家庭環境などプライベートなど詳
細情報まで把握しているものだ思う。

１１ 学校やスポーツで体罰をする指導者の気持ちは理解できる。

◇　セルフチェック
　（１）セクシャルハラスメント

　（２）パワーハラスメント
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令和２年

現
在
、
毎
週
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
行
事
予
定
な
ど
定

期
的
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

未
登
録
の
方
は
、
登
録
に
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
定
に
つ
い
て
は
事
務
局
で

お
手
伝
い
出
来
ま
す
の
で
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

「
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」

登
録
に
つ
い
て

熊
日
読
者
文
芸
　

俳
句
の
部
　
特
選

醍
醐
味
は
　
三
密
で
見
る
　
花
火
か
な

�

会
員
　
相
馬
　
妙
子

【
評
】
密
閉
、
密
集
、
密
接
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
こ
の
三
つ
。
そ
れ
は

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
揚
げ
花
火
は
誰
も
い
な
い
広

場
で
一
人
で
見
て
も
つ
ま
ら
な
い
。
寂
し
さ
が
増
す
ば
か
り
。
せ

め
て
俳
句
の
中
で
三
密
に
な
っ
て
花
火
を
楽
し
も
う
と
い
う
句
。

８月20日 なごみ会幹事会

26日 太田黒浩一氏講演会

27日 理事会・剪定部会会議

９月  ３日 管理業務部会会議

８日 ハラスメント研修会（管理部会）

16日 ハラスメント研修会（一般作業部会）

18日 ハラスメント研修会（剪定部会）

10月  １日 監事監査（現場巡回）

８日 なごみ会幹事会

９日 会員拡大就業開拓担当者会議（オン
ライン）・管理業務部会会議

14日 新入会員オリエンテーション
安全適正就業委員会

15日 生活援助型訪問サービス事業開始

16日 県後期高齢者医療運営協議会

21日 除草草刈講習会

23日 県ＳＣ連合会就業相談会

26日 なごみ会グラウンドゴルフ大会

27日 専門委員会

28日 決算ヒアリング・新入会員オリエン
テーション

29日 決算ヒアリング・連合会派遣事業巡
回指導・国庫補助担当者会議

30日 健康応援合同面談会・健康セミナー

11月  ２日 なごみ会幹事会

４日 ハラスメント研修会（役職員）

10日 なごみ会ゴルフ大会

11日 新入会員オリエンテーション

12日 安全巡回指導

13日 総務委員会

16日 監事中間監査・適正就業担当者会議
（オンライン）

17日 一般作業部会会議・NRI オンライン
研修

18日 広報委員会

25日 新入会員オリエンテーション

26日 シニア就業相談会

27日 なごみ会幹事会・新入管理希望会員
研修

熊
日
読
者
文
芸
　

川
柳
の
部
　
入
選

先
人
と
　
い
か
に
生
き
る
か
　
智
恵
く
ら
べ

�

会
員
　
相
馬
　
妙
子

火
の
く
に
　
投
稿
作
品

免
許
返
納
　

　
お
し
ゃ
べ
り
上
手
が
　
だ
ま
ら
し
た

�

会
員
　
萩
本
芙
紗
子
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